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序
　
江
戸
時
代
後
期
の

仏
教
批
判

　

欧

米
列
強
の

脅
威
が

、

我
が

国
に

近
づ

き
つ

つ

あ
っ

た

江

戸
時
代
後

期
は

、

為
政
者
や

国
学

者
た

ち

に

と
っ

て
、

基
督

教
へ

の

警
戒
心
と

同

時
に

、

神
道
へ

の

帰
一

を
、

民
衆
に

求
め
る

傾
向
が

強
ま
っ

て

い

っ

た
。

　

す
で

に
、

江
戸
時

代
初
期
に

は
、

山

崎
闇
斎
の

垂

加
神
道

の

よ

う
な

仏
教
批

判
を
前
提
と
し

た

神
道
帰
一

の

思
想

が

萌
芽
し
て

い

た

が
、

後

期
に

な

る

と
、

よ

り
一

層
、

そ

の

傾
向
が

強

ま

り
、

懐
徳
堂
学
派

、

水

戸

学
、

津
和
野
学
と

い

っ

た

学
派
が
、

武
家
を

中
心
に

広

が
っ

て

い

っ

た
。

　

今
回

取
り
上

げ
る

中
井
竹
山
の

『

草
茅
危
言
』

と
、

会

沢
正

志
斎
の

『

新
論
』

は
、

懐
徳
堂
学
派
と

水
戸
学
の

そ
れ

ぞ

れ

を
代
表
す
る

警
世
の

書
で

あ
り

、

神
道
も
さ

る
こ

と

な
が

ら
、

上

古
以

来、

我

が

国
の

為
政

者
た

ち
の

基
礎
教

養
で

あ
っ

た

儒
学
の

教
え
を
基

調
と

し

て

い

る

共
通

の

面
が

あ
る

。

　

二

つ

の

警
世
の

書
を
比

較
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

江
戸
時
代
後
期
の

国
学
の

発

達
に
、

仏
教
へ

の

批
判
精
神
が
い

か

な

る

影
響
を

与
え
た
の

か

と
い

う
問
題
に
つ

い

て

検
討
を
試
み
る

。

一

　

中

井
竹
山
の

『

草
茅
危
言
』

　

寛
政
元
（

一

七
八

九
）

年
に

、

老
中
・

松

平
定
信
に

上

申
さ

れ
た

『

草

茅

危
言
』

で

は
、

飛
鳥
時
代
の

崇
仏
派
の

代
表
格
で

あ
る

蘇
我
馬
子
や

聖

徳
太

子
、

中
世
に

禅
宗
を

積
極
的
に

取

り
入
れ

た

北

条
氏
や
足

利
氏

を

強
く
批

判
し
た

う
え
で

、

浄
土

真
宗
の

僧
た

ち
や

、

戒
律
を

守
る

姿

勢
に

か

け
た

僧
た

ち
を
批

判
し

て

い

る
こ

と

か

ら
、

仏

教
を
儒
学
と

比

較
し
て

、

治

世
に

害
が

及
び

や

す
い

宗
教
と
と

ら

え
て

い

る
こ

と

が

う

か

が

え
る

。

北
条
禅
法
を
崇
び
、

足

利
に
五

山

を
重
ん

ず
る

抔
、

誠
に

厭
可

事
ど

も
也

（

中

略）
、

仏
氏
世
を
誣
ひ

民
を

惑
す
の

説
、

後
世
諸
宗
を
分

、

色
々

と

云
と
立

れ

ど

も
、

就
中
此

害
尤
深
き
は
一

向
宗
也

、

是

独
其
説

張
皇
し
て
、

愚
民
を

引

込
、

手
広
く
成
た

る
の

み
に

非
ず、

昔
天

文
の

比
、

一

向
僧
其
富
有
に

乗
、

世

の

大
乱
を
幸
と
し

て、

兵
器
を

蓄
へ
、

浪
士
を

招
、

信
従
せ
ざ
る

郡
邑

を
攻
伏
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せ

劫
か

し

て
、

其
宗
門
に

帰
せ

し
め
、

夫
故
甚
猛
勢
に

成
た

る

也

（

中
略）

、

武
門
に

及
、

鎌
倉
の

諸
寺
は

言

に

及
ず、

足
利

氏
亡
た

る

に
、

天

龍
、

等
持

、

相
国

、

銀

閣
は

依
然
た

り、

細
川
勝
元

灰
滅
し

て、

龍
安
寺、

臨
川
寺
は
自
若

た

り
、

豊
家
祀
ら
ざ
る
に

、

方
広
依
然
と

し
て

、

高
台
も
未
地
に

堕
ず、

皆
何

れ
を

檀
越

と
恃
む
事
可
無
て

長
く
存
る
は

誠
に

怪
む

可
者
な
れ
ど

も、

全
国

家

の

広
慈
を

以、

故
事
を
廃
せ

ず、

曾
て

旧

惑
し

て

崇
奉
有
に

は

あ
ら
で

、

止

事

を

得
ず

、

仮
に

檀
越

と
成
て

、

田
禄
を

給
し

遣
さ
る

と

云

者
な

れ
ば

、

国

家
に

は

美
意
な

れ
ど

も
、

諸

寺
に
於
は

冥

加
も
面
目

も
と

も
に

無
事
成
可
（

中
略
）

、

大
坂
中
の

寺
院、

諸
宗
の

僧
侶、

戒
律
を

破
り、

放
逸
無
慙
の

体
た
ら

く
言
語

に

絶
し
た

る

事
也

、

平
生

寺
中
に
て

酒
肉
を

貪
り

、

公
然
と
し

て

青
樓
華
街
に

　

　
　
　

　
　ロ

入
は
云
に

及
ず

。

　

竹
山
の

非
難
・

攻
撃
の

対
象
は

仏

教
の

み

に

と
ど

ま
っ

て

い

な
い

。

「

崇
神
佞
仏
」

と
い

う
、

い

わ

ば

宗
教
行

為
一

般
に

そ
の

対

象
が

拡

が
っ

て

い

る
。

そ
の

理

由
は

、

家
康
が

若
年
の

お

り
に

苦
し

め

ら

れ

た

三

河

の
一

向
一

揆
の

よ

う
に

、

幻
想
形
成
力
が

備
っ

て
い

る

こ

と
。

も

う
ひ

と
つ

の

理

由
は

、

国
家

経
済
上

の

損
失
に

な
っ

て

い

る

点
で

あ

る
。

歴

代
の

寺
院
に

対
し

て
、

単
に

「

故
事
ヲ

廃
セ

ズ
」

と

い

う
「

国
家
ノ

広

慈
」

か
ら
「

止

事
ヲ

得
ズ

仮
二

檀
越
ト

成
」

っ

て

維
持
に

あ
た

る

結
果

、

「

広
大
無
用

ノ

御
費
」

に

な
っ

て

い

る
。

「

国
家
ハ

追
々

拠
ナ

キ

新
ナ
ル

経
費
モ

起
」

こ
っ

て

く
る

の

で

あ
る

か

ら
、

そ
の

よ

う
な
「

無
用
ノ

費
」

は

抑
制
す
べ

き
で

、

そ

う
す
る

こ

と

が

か

え
っ

て

「

仏
氏
ノ

所
謂
盛

者

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

2）

必
衰
ノ

理
二

叶
う
」

と

主

張
し

た
と

い

う
考
察
や

、

『

草
茅
危
言
』

に

お

け
る

竹
山

の

議
論
の

軸
は

、

あ
く
ま

で

朝
廷
が

衰
微
し
た

原

因
と

し

て

中
井
竹
山
と
会
沢
正

志
斎
に

よ
る

仏
教
批

判
（
栗
　
本
）

の

「

崇
仏
侫
仏
の

惑
」

の

根
深
さ

に
つ

い

て

で

あ
り

、

徳
川

将
軍
家
の

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
3

）

支
配
の

正
当
性
に
は

な
い

と

す
る

指
摘
も
あ
る

よ

う
に

、

『

草
茅

危
言
』

は
、

現
在
で

言
う
と
こ

ろ

の

政

教
分
離
の

必
要
性
を

強
調
し

て
い

る
。

二

　

会
沢
正
志
斎
の

『

新
論
』

　
『

新
論
』

は
、

『

草
茅
危
言
』

か

ら

遅
れ

る
こ

と
、

三

六

年
後
の

文
政
八

（

一

八
二

五
）

年
、

幕
府
が

異
国
船
打
ち

払
い

令
を
出
し

た

年
に

、

正

志
斎

か
ら

水
戸
藩
主
・

徳
川
斉
脩
に
上

程
さ

れ
る

が
、

公
刊
は

見
送
ら

れ
た

。

　
『

新
論
』

で

も
、

『

草
茅

危
言』

同
様
に

、

聖

徳
太
子

や

蘇
我
馬

子
に

批

判
を

加
え

、

大
宝

令
の

な

か

で
、

僧
尼

を

外
交
を

統
括
す
る

玄

蕃
に

管
理

さ

せ

て

い

る

こ

と

を

根
拠
に

、

仏

教
を

外
来
の

宗
教
と

し
て

い

た

と
主
張
す
る

。

仏
法
の

中
国
に

入
る

や
、

朝
議
謂
ら

く
、

国
家
に

祠
典
あ
り

、

よ

ろ
し

く
蕃
神

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

ひ

そ

を
拝
す
べ

か
ら

ず
、

と
。

し

か
る

に

逆
臣
馬
子

、

私
か
に
こ

れ

を

奉
じ

、

皇
子

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
お
お

厩
戸
ら
と

党

比
し
て

、

伽
藍
を
興
造

す
。

こ

れ
よ

り
僧
徒
日
に

衆
く

、

争
ひ
て

そ
の

説
を
鼓

し
、

民
の

志
こ

こ

に
お
い

て

か

離
渙
せ

り。

大

宝
の

制
に
、

神
祗

を
太
政
の

上

に
列
し

、

僧
尼
を
玄
蕃
に

隷
す
る
は

、

国

体
を

知
れ
り
と

謂
ふ

べ

し
。

然
れ
ど

も
な
ほ

祭
政
を

分
ち
て

二

と

な
す
を

免
れ
ざ

り
し
は
、

当
時
の

人

情
世
態、

す
で
に

往
日

の

統
一

な
る

が
ご
と

き
に

あ
ら
ざ
れ

ば
な

り
。

而

し
て

聖

武
・

孝
謙
の

朝
に

及
ん
で

は
、

す
な
は

ち
仏

事
ま
す
ま

す
盛
ん
に

し
て

、

朝

政

廷
議
も

、

仏
を

奉
ず
る

所
以

に

あ
ら
ざ
る

も
の

な
く、

遂
に

国
分
寺
を

諸
道

に

置
き
て

、

国

府
と

並
立
し

、

以
て

そ
の

法
を

国
郡
に

布
き

、

仏
事
を
し

て
政

と
一

た

ら
し

む
。

上
の

好
む
と

こ
ろ

、

用
ひ

て

以

て

政
を

な
せ
ば

、

こ

れ

が
下

一 149一
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中

井
竹
山
と

会
沢
正
志
斎
に
よ

る
仏
教
批

判
（
栗

　
本
）

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
お
も

む

た

る

者
、

た

れ
か

争
ひ

て

こ

れ
に

趨
か
ざ
ら
ん

。

こ

こ

を
以
て

天

下

靡
然
と

し

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
お

ニ

て
、

た
だ

蕃
神
を
の

み
こ

れ

敬
す

。

本
地
の

説
作
る

に

及
ん

で

は
、

赫
赫
た
る

　
　
　
　
お

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
せ

ん

ぎ
ょ

う

神
明

も
、

冒
す
仏

名
を
以
て

す
。

天
を

誣
ひ

人
を

欺
き、

吾
が

民
の

瞻
仰
す
る

と
こ

ろ

の

も
の

を

挙
げ
て

、

こ

と
ご

と

く
胡
神
の

分
支
末
属
と
な

し
、

神
明
の

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
か

邦
を
変
じ

て
、

以
て

身
毒
の

国
と

な
し、

中
原
の

赤
子
を

駈
つ

て
、

以
て

西

戎

の

徒
属
と

な

す
。

内
す
で

に

自
ら

夷
と

な

れ
ば

、

国

体
い

つ

く
ん

ぞ

存
せ

ん

や
。

故
に

後
白
河
上

皇
の

尊
を
以
て

し
て

、

山

法
師
の

制
し

難
き

を
嘆
ぜ

し
め

た

ま
ふ

。

時
勢
ま
た

見
る
べ

き
な

り
。

一

向
専
念
の

説
作
る

に
至

り
て

は
、

す

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

れ
い

な
は
ち

名
祠
．

大
社
の

祠

典
に

在
る

も
の

と
い

へ

ど

も、

こ

れ
を

贍
礼
す
る
を

許
さ

ず
、

以
て

本
に

報
い

始
め

に

反
る
の

心
を

遏

絶
し
て

、

専
ら

胡
神
を

奉
ぜ

り
。

民
こ

こ

を

以
て

西
戎
あ
る

を

知
り
て、

中
原

あ
る

を
知
ら

ず
、

僧

尼
あ
る

を

知
り
て
、

君
父
あ
る

を
知
ら

ず
。

そ
の

叛
乱

す
る
に

及
ん

で

は
、

す
な
は

ち

　
　
よ

義
に

仗
り
て

賊
を
討
つ

者
を

指
し

て
、

以
て

法
敵
と

な
し

、

す
な
は

ち
一

時
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
ひ

忠
烈
の

士

を
し
て

、

弓
を
挽
き
戈
を

揮
ひ

て

反
つ

て

君
父
に

仇
せ

し
む
る

に

至

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

ユ　

る
。

忠
孝
の

廃
し

、

民
志
の

散
ぜ

る
は

、

極
れ

り
と

謂
ふ
べ

し
。

　
『

草
茅
危
言
』

と

『

新

論
』

の

仏
教
批

判
を
比
較
す
る

と
、

二

つ

の

共

通
点
が

見
出
さ

れ

る
。

　
一

つ

は
、

仏
教
に

関
し
て
、

迷

信
に

よ
っ

て
、

大
衆
を

惑
わ

す
恐
れ

が

あ
る

と

と

ら

え
て

い

る
こ

と
。

二

つ

目
に

、

同
じ

く

外
来
の

思
想
で

あ
る

儒
学
を
基

調
と

し
つ

つ
、

仏

教
は

儒
学
と

は

異
な

り、

経
世
済
民

を

妨
げ
る

恐
れ
の

大
き
な

思

想
と

と

ら
え

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

　

こ

の

こ

と
か
ら

、

竹
山
と

正

志

斎
は

、

当
時
予
想
さ
れ

た

海
禁
体
制
が

維
持
で

き

な
く
な
っ

た

次
の

時
代
に

お
い

て
、

一

定
の

基
準
を
満
た

し
た

も
の

に

限
っ

て
、

輸
入
す
べ

き
と

考
え
て

い

た
こ

と

が

う
か

が
え
る

。

1
　
『

草
茅
危
言
』

懐
徳
堂
記
念
館

、

昭
和
一

七

年
（
四

〜
二

二

頁
）

。

2
　
小
堀
一

正
「

中
井
竹
山
の

歴
史
観

ー
そ
の

排
仏

論
を
中
心
と
し
て

ー
」

　
『

梅
渓
昇
教
授
退
官
記
念
論
文
集
」

思

文
閣
出
版

、

昭
和
五

九
年
（
五

七

〜

七

六
頁
）

。

3
　
清
水
光
明

「

「

御
新
政
」

と

「

災
後
」

1
天
明
の

京
都
大
火
と
中
井
竹

　
山

ー
」

『

日
本
歴

史
』

平
成
二

四

年
二

月
（

三

四
〜

五
一

頁
）

。

4
　
『

日
本
思

想
大

系
』

五

三
、

昭
和
四
八

年
（

六
五

〜
六

七

頁
）

。

今
井
宇
三

　
郎
「

水
戸
学
に

お
け
る

儒

教
の

受
容

−
藤
田

幽
谷
・

会
沢
正
志

斎
を
主
と

　
し

て

ー
」

『

日

本
思
想
大
系
』

五

三

（
五

二

五

〜
五

五

五

頁
）

で
は

、

会

　
沢
の

立

論
の

根
拠
に
は

常
に

聖
人
の

聖
教
が

援
用
さ

れ
る
が

、

そ
の

聖

教
の

　
内
で

も
『

尚
書
』

『

周
官
』

『

周
易
』

の

三

経
が

最
も

有
力
で

あ
る

。

会
沢
の

　
経
伝
研

究
に

お
い

て
、

こ

の

三

経
に

特
に

そ
の

精
力
を
傾
倒
し

て
い

る

所
以

　
で

も
あ
る

が、

そ
の

三

経
の

中
で
も
特
に

『

周

官
』

に

対
し
て

努
力
を
集
中

　
し

、

奉
天

慎
祀、

報
本
反
始
の

思

想
が、

『

尚
書
』

の

各
篇
に

見
え
る
と

す

　
る
の

は
、

明
示
し

た
と
こ

ろ

で

あ
り

、

こ

れ
が

国
体
観
と
深
く
結
び
つ

く
と

　
し、

さ

ら
に

、

会
沢
の

尚
書
学
に
お
い

て

は
、

か
く
受
命
を

前
提
の

事
実
と

　
し
て

専
ら

受
命
者
の

実
践
倫
理

を
強
調
す
る

と
共
に、

帝
と
天

を

同
一

視
し

　
て

専
ら

帝
の

理

念
に
よ
っ

て

天

を
理

解
す
る

姿
勢
が

顕
在
す
る

と
述
べ

て

い

　
る

。

尾
藤
正
英
「

水
戸
学
の

特
質
」

『

日

本

思
想
大

系
』

五

三

（
五

五
六

〜

　
五
八
二

頁
）

で
は

、

尊
王

思
想
と

な
ら
ん

で
、

会
沢
の

政
治
論
の

重

要
な
内

容
を
な

す
攘
夷
論
も、

や

は

り

国
家
の

統
一

強
化
と
い

う
目

的
を
達

成
す
る

た
め
の
、

一

種
の

方
策
な
い

し

手
段
と

し

て
の

性
格
を
お

び
て

い

た
。

『

新

論
』

の

全
体
が
対
外
的
危
機
の

意
識
に
支
え

ら
れ

、

本
書
の

中
で
は
し
ば

し

ば、

こ

の

打

払
令
の

公
布
が

英
断
と

し
て

賞
賛
さ
れ

て

い

る
。

し
か
し

そ
れ

は

打

払
令
が

、

弛
緩
し
た
人

心
を

鼓
舞
し
て

国
家
的
統
一

性
を

と
り
戻
す
た

め
の

、

あ
る
い

は

夷
教
に

誘
惑
さ
れ
る

こ

と

を
防
止

す
る

た
め
の
、

何
よ

り

一 150一
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の

好
機
を

作
り
出
し
た
と

考
え
ら
れ

た
か

ら
で

あ
っ

て
、

必
ず
し

も
法
令
に

盲
目

的
な

攘
夷
を

実
行
し
よ

う
と

す
る

意
味
で

は
な
か
っ

た

と
す
る

。

後
藤

広
子
「

会
沢

正

志
斎
に
お

け
る

国
体
」

『

日

本
大
学

精
神
文
化
研
究
所
教

育

制
度
研
究
所
紀
要
』

八
、

昭
和
五

二

年
（
一

〜
一

九
頁）

で

は、

会
沢
の

天

人

合
一

は
、

中

国
古
代
の

天

命
思
想

、

つ

ま
り

「

宇
宙
の

主

宰
者
と

し
て

の

天

は

超
越

的
な

存
在
と
し
て

高
く
上

に

在
っ

て

万
物
を
照
ら

し、

あ
ら
ゆ
る

も
の

は

天

を

本
と

し
こ

れ

を

親
と
し

て、

た

だ

天
の

下

に

全
然
屈
服

し
て

従
っ

て

行
く

」

と
い

う
み

か

た

が
、

根
底
に

あ
る

と

考
え
ら

れ、

尊
王
・

敬

幕
と
い

う
統
一

的

な
忠
誠
の

理

念
を

か
か

げ
て
は
い

て

も
、

政
令
は
一

本
に

統
】

さ

れ
、

そ
れ

は

あ

く
ま

で

も
幕
府
よ

り

発
せ

ら

れ
る

べ

き

も
の

と
い

う
、

幕
藩
体
制
下

に
お

け
る

理

を
貫
か

な

け
れ

ば
な
ら
な

か
っ

た
と

す
る

。

星

山
京
子
「

国
学
と

後
期
水
戸
学
の

比

較

−
統
治
論
に
お

け
る

民
と

鬼
神

を

中
心
に

ー
」

『

季
刊
日

本
思

想
史
』

四

七
、

平
成

八

年
（
一

〇

〇

〜

一
一

四

頁）

で

は
、

会
沢
の

意
識
に
お
い

て

は、

民
は
徹
底
し

て
「

愚
」

で

「

弱
」

で
、

た
と
い

体
制
に

不
満
を
持
っ

た

と

し
て

も
主

体
的
に

為
政

者
に

働
き
か

け
た

り、

改
革
を
求
め
た

り
す
る

は

ず
も
な
い

、

受
動
的
な

存
在
で

あ

り、

会
沢
が

理

想
と

し
た

統
治
は

人
民
を
国
家
的

利
益
の

も
と

に

操
作
す

る
こ

と

に
あ

り
、

そ
れ

は
土

俗
の

信
仰
や

民
の

自
然
の

情
を

抑
圧
す
る

こ

と

に
よ
っ

て
成
立

す
る

も
の

で

あ
る
と

結
ん

で
い

る
。

高
山
大
毅
「

遅
れ
て

き

た

古
学
者

−
会
沢
正

志
斎
の

位
置

1
」

『

季
刊
日

本
思

想
史
』

七

九
、

平
成
二

四
年
（

一

〇

四

〜

二
二

〇

頁）

で

も
、

正

志
斎
は、

「

論
礼
者
可
不

審
察
聖

人
制
礼
深

意
所
在
乎
」

（

礼
を
論
ず
る

者
は

審
ら
か

に
聖

人

礼
を

制

す
る

の

深
意
の

在
る

所
を
察
せ

ざ
る

可
け
ん

や
）

と

い

う
こ

と
か

ら
、

正

志

斎
は

徂
徠
の

礼
解
釈
に

多
く
を

学
び

、

「

天

朝
」

の

「

礼
」

の

「

深

意
」

を

探
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

正
志
斎
の

学
問
は

仁
斎
学
と

徂
徠
学
の

巧
み

な

融
合

で

あ
る
と

結
論
づ

け
て

い

る
。

中
井
竹
山
と
会

沢
正
志
斎
に
よ
る

仏

教
批
判
（
栗
　
本
）

〈

参
考
文
献
〉

今
井
宇
三

郎
「

水
戸
学
に

お
け
る

儒
教
の

受
容

−
藤
田

幽
谷
・

会
沢
正

志
斎

　
を
主

と

し

て

ー
」

（
「

日

本

思

想
大
系
』

五

三
、

岩
波
書
店、

昭
和

四

八

　
年

、

五

二

五
〜
五

五

五

頁
）

後
藤
広
子
「

会
沢
正

志
斎
に

お

け
る
国

体
」

（

『

日
本

大
学
精
神
文
化
研
究
所
教

　
育
制
度
研
究
所
紀
要
』

八
、

昭

和
五

二

年
、

一

〜
一

九

頁
）

尾

藤
正
英
「

水
戸
学
の

特
質
」

（

『

日
本
思

想
大
系
』

三

三
、

岩
波
書
店

、

昭

和

　
四

八

年
、

五
五
六
〜
五

八
二

頁）

小

堀
一

正

「

中
井
竹
山
の

歴

史
観

1
そ
の

排
仏
論
を
中
心
と

し

て

ー
」

　
（

『

梅
渓
昇
教
授

退
官
記
念

論
文
集
』

思

文
閣
出
版

、

昭
和
五
九

年、

五

七
〜

　
七

六
頁）

星
山

京
子
「

国
学
と

後
期

水
戸
学
の

比
較

　
　
統
治
論
に

お

け
る

民
と
鬼

神
を

　
中
心
に

ー
」

（

『

季

刊
日

本
思

想
史
』

四

七
、

平

成
八

年
、

一

〇

〇

〜

　
　
一

四
頁
）

清
水
光
明
「

「

御
新
政
」

と
「

災
後
」

−
天
明
の

京
都
大
火
と

中
井
竹
山

−
」

　
（
『

日

本
歴

史
』

平
成
二

四

年
二

月
、

三

四

〜
五
一

頁
）

高
山

大
毅
「

遅
れ
て

き
た

古
学
者

−
会
沢
正
志
斎
の

位
置

1
」

（
『

季

刊
日

　
本
思

想
史
一

七
九

、

平
成
二

四

年、

一

〇
四

〜

＝
二

〇

頁）

〈

キ

ー
ワ
ー

ド
〉
　
中
井
竹
山

、

『

草
茅
危
言
』

、

会
沢
正

志
斎、

『

新
論
』

　
　

　
　

　
（

学
習
院
大
学
科
目

等
履
修
生
）
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